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1. 1. 小瀬川小瀬川水系の概要水系の概要
1

・小瀬川は、古くから安芸国（広島県）と周防国（山口県）の「国分け」の川として、領地
//紛争が繰り返されてきたが、江戸時代末期に境界を確定した後は活発に干拓が進められ、
//徐々に現在の河口部が形作られてきた。
・近年は、河口部埋立地が岩国・大竹工業地帯として重化学工業を中心にめざましい発展を
//遂げ、物流や人々の交流が盛んになっている。

 

下流部

中流部

下流部は、ほぼ直線状の河
道で、沿川は大竹市・和木町
の市街地となっている。河口
部は、岩国・大竹工業地帯の
埋立地である。

中流部は、狭い山間で蛇行
を繰り返している。沿川には
集落が点在し、わずかな平地
を耕地や宅地として利用して
いる。

【小瀬川の諸元】
流域面積 ： 340km2

幹線流路延長： 59km
（内、大臣管理区間13.1km）
流域内人口 ： 約3万人
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(Ｌ=2.6㎞)(Ｌ=10.5㎞)



２２.  .  地域状況地域状況
２

・小瀬川沿川には、豊かな自然を活かしたレクリエー
//ション施設等が多く、沿川市町の公園等も含め、観
//光客数は年々増加している。
・下流部の市街地や中流部の狭い谷間において、小瀬
//川は、住民の身近で貴重な空間となっている。
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３３.  .  小瀬川水系河川空間管理計画小瀬川水系河川空間管理計画

３

・河川空間の保全と利用に関する社会的要請の高まり、多様化から、周辺環境と調和した河
//川空間の適正な管理を行うため、旧建設省・広島県・山口県・沿川2市4町・学識経験者
//で構成する委員会を立ち上げ、平成2年3月に「小瀬川水系河川空間管理計画」を策定し
//ました。小瀬川ではこの計画を基に、主に利用推進施設の整備を行っています。

玖島川合流点

弥栄ダム

薬師川合流点
(中市堰湛水上流端付近）



4.  4.  小瀬川水系の河川利用に関する小瀬川水系の河川利用に関する問題点問題点
４

◇◇下流部（河口～中市堰）下流部（河口～中市堰）

・急勾配の古い護岸が切り立ったように見え、河床に下りにくく親水性に非常に乏しい状況となっ
//ている。

・堤防上を散歩やジョギング等に利用している人の姿が見られるが、車が行き交う狭い車道で危険
//な状況である。（堤防上は兼用道路となっている）

・広域行政組織として広島県大竹市･廿日市市、山口県和木町･美和町で構成される「小瀬川総合整
//備促進協議会」から、住民の健康づくりの推進やうるおいのある水辺環境の創出といった観点か
//ら、水辺の散歩道「ウォーキングロード」整備の要望が出されている。
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・狭い山間に点在する集落にとって、小瀬川湾曲部の広い寄州は、ひな流しや夏祭り等の地域活動や
//環境学習の場として貴重な空間となっているが、水辺へ降りる坂路が急勾配となっており危険なほか、
//河原には樹木等が繁茂しており、水辺に近づき難い状況となっている。

・旧山陽道の「木野渡し場」という渡しの跡地で、「吉田松陰の歌碑」が立つなど、地域の歴史・文化
//を伝える貴重な場所であるにもかかわらず、河原に草木が繁茂するなど、荒れた状態となっている。
//他にも高水敷の整備が不十分で水辺に近づきにくくなっており、「小瀬川総合整備推進協議会」から
//歴史や周辺文化財を活かした環境整備の要望が出されている。

◇◇中流部（中市堰～弥栄ダム）中流部（中市堰～弥栄ダム）

〈小瀬箇所（木野渡し場跡）〉
こ の

〈穂仁原箇所（ひな流し）〉

急勾配の坂路を降りて、草木が生い茂る河
原で、小石の上に乗り「ひな流し」が行われ
ている。

お に わ ら

急勾配の坂路

ひな流しの状況

木野渡し場の古図

吉田松蔭の歌碑

現在の小瀬箇所

旧山陽道（周防国）

旧山陽道（安芸国）

旧山陽道のルート

河口より約５㎞



５５.  .  小瀬川水系環境整備事業箇所小瀬川水系環境整備事業箇所

青字：完成又は事業中（①～④）
赤字：計画中 （⑤、⑥）

6

①中津原箇所（水辺の楽校）
Ｈ11～12

事業費１０５百万円、Ｌ＝約0.2㎞
（高水敷整正、張芝、ワンド等）

⑥小瀬箇所（親水護岸）
計画中

事業費１００百万円、Ｌ＝約0.2㎞
（親水護岸、坂路、階段等）

栄橋(R2)

大和橋

中市堰歩道橋

⑤本町箇所（親水護岸）
計画中

事業費２７５百万円、Ｌ＝約1.0㎞
（親水護岸、坂路、階段等）

ほんまち

④穂仁原箇所（水辺の楽校）
Ｈ17～

事業費1２０百万円、Ｌ＝約0.2㎞
（高水敷整正、散策路、ワンド等）

お に わ ら

②元町箇所（親水護岸）
Ｈ13～14

事業費２６０百万円、Ｌ＝約0.6㎞
（親水護岸、坂路、階段等）

③和木箇所（親水護岸）
Ｈ14～16

事業費３４０百万円、Ｌ＝約1.6㎞
（親水護岸、坂路、階段等）

もとまち

わ き

なかつはら

お ぜ
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小 瀬 川

（総事業費 １，２００百万円 、既投資額 ８２５百万円）



No. 河川名 事業箇所 市町 事業年度 整備内容 
事業費 

(百万円)

 

① 

 

小瀬川 

小瀬川環境整備事業 

【中津原箇所】 

（水辺の楽校） 

広島県 

大竹市 
H11～Ｈ12 

＜施工延長: 約 0.2km＞

高水敷整正、張芝、 

ワンド等 

105 

 

② 

 

小瀬川 
小瀬川環境整備事業 

【元町箇所】 

広島県 

大竹市 
H13～Ｈ14 

＜施工延長: 約 0.6km＞

親水護岸、坂路、階段等 
260 

 

③ 

 

小瀬川 
小瀬川環境整備事業 

【和木箇所】 

山口県 

和木町 
H14～Ｈ16 

＜施工延長: 約 1.6km＞

親水護岸、坂路、階段等 
340 

 

④ 

 

小瀬川 

小瀬川環境整備事業 

【穂仁原箇所】 

（水辺の楽校） 

広島県 

大竹市 
H17～ 

＜施工延長: 約 0.2km＞

高水敷整正、散策路、 

ワンド等 

120 

 

⑤ 

 

小瀬川 
小瀬川環境整備事業 

【本町箇所】 

広島県 

大竹市 
計画中 

＜施工延長: 約 1.0km＞

親水護岸、坂路、階段等 
275 

 

⑥ 

 

小瀬川 
小瀬川環境整備事業 

【小瀬箇所】 

山口県 

岩国市 
計画中 

＜施工延長: 約 0.2km＞

親水護岸、坂路、階段等 
100 

 

7

青字：完成又は事業中（①～④）
赤字：計画中 （⑤、⑥）

整備箇所の事業内容




